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資料２



 
 

内共第１号・２号(相模川漁業協同組合連合会) 
第 5 種共同漁業権遊漁規則の変更について 

 
１．変更の内容および理由 
（１）遊漁料の額の変更 
  【内容】遊漁料の額を以下の通り変更する。          単位：円 
   
 
 

【理由】種苗代や電気代等の高騰により増殖に必要な経費が増加しており、遊
漁料・賦課金収入との採算が取れないことから遊漁料を見直す。 

 
（２）漁場基点の表現の見直し 

 【内容】漁場の境界を示す区域の表現に用いられる取水せきの名称について、
「東京電力」を「旧東京電力」へと変更する。 

 【理由】堰堤の管理者が変更になったことから表現を見直す。 
 

２．遊漁規則の内容の妥当性 
漁業法では、申請のあった遊漁規則が以下の各号に該当する場合、都道府県知事

は認可しなければならないこととされています。 
（１） 遊漁を不当に制限するものでないこと。 

→今回の変更点は、遊漁料の額の変更を除き、軽易な字句修正のみであることか
ら、遊漁を不当に制限するものではないと判断いたします。 

（２）  遊漁料の額が当該漁業権に係る水産動植物の増殖及び漁場の管理に要する
費用の額に比して妥当なものであること。 

 →別紙の令和７年度以降の遊漁料算定のとおり、いずれも妥当な遊漁料の額であ
ると判断いたします。 

券 種 新 旧 差額 
やまめ、いわな、にじます 日釣 一般売り 2,000 1,500 +500 

現場売り 3,500 2,500 +1,000 
年釣 7,000 5,000 +2,000 

あゆ、うぐい、おいかわ、
ふな、こい、うなぎ、手長
えび 

日釣 一般売り 2,000 1,500 +500 
現場売り 3,500 2,500 +1,000 

年釣 13,000 12,000 +1,000 
日網 一般売り 5,000 5,000 0 

現場売り 8,000 8,000 0 
年網 30,000 30,000 0 

うぐい、おいかわ、ふな、
こい、うなぎ、手長えび 

日釣 一般売り 800 800 0 
現場売り 1,400 1,400 0 
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